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排水処理設備から排出される汚泥の処理が大きな社会問題になりつつあります。日本の産業廃棄物の総量は
年間約４億トンといわれ、その半分を『汚泥』が占めています。近年、下水道の普及と共に汚泥の排出は増加傾向
にありますが、その６０％しか有効活用されておらず、残りの４０％は埋め立て処分されています。その埋め立て
処分も最終処理場の確保が危機的な状況にあり、汚泥自体の排出を削減する試みやリサイクルへの取り組みが
進んでいます。今回は、この余剰汚泥を減量する『バイピッタシステム』を紹介します。

排水処理設備の汚泥発生ゼ ロ

○他の方法では分解することが困難な余剰汚泥を、特許 『アルカリ高温高圧法』によりナノサイズの液化汚泥
に分解し、既設の活性汚泥にて分解する。 （平成１８年１月６日特許取得 特許第３７５６８２７号）

○特徴
○有機性余剰汚泥がほぼ１００％減量可能。 ○有機性汚泥を場内処分し、ゼロエミッションを実現。
○茶かす、コーヒーかす、食品残渣等の有機性廃棄物も液化、減量。
○既設処理水にほぼ影響なし。 ○脱水設備＋付帯設備と比較してイニシャルコストが安価。

『バイピッタシステム』 原理・基本処理フロー
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燃料代

5,000 ～
6,000円／ｔ
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運搬費用

産廃処理費用

人件費

25,000円／ｔ
脱水後廃棄処分
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当社は販売代理店として、
汚泥減量の提案をさせていただいております。


